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研究成果の概要（和文）：最終氷期最寒冷期の地層で昆虫化石の発掘調査を実施した。また、最終氷期の日本に広く分
布していた甲虫が現存している可能性のある地域（日本アルプス高山帯、アラスカ・ツンドラ地帯、礼文島など）にお
いて、野外調査を実施した。古気候の解析に用いるため、日本を含む東アジアおよびアラスカの気象測候所におけるデ
ータを、インターネットを用いて収集した。大阪市立自然史博物館に所蔵される甲虫類標本の同定をすすめ、化石同定
用の分解標本の作製を行なった。最終氷期最寒冷期の気温低下について具体的に、長野県野尻湖での産出例を基に示し
たほか、青森県つがる市で産出した最終氷期最寒冷期の昆虫化石について、まとめた。

研究成果の概要（英文）：Fossil insects were found from geological strata of Last Glacial Maximum. 
Distributions of the extant beetle species are investigated at alpine zones in Japan and in Alaska. To 
analyze the paleoclimate, data at climatic stations in East Asia and Alaska are gathered using internet. 
Many beetle specimens in Osaka Museum of Natural History are identified newly, and the dissected 
specimens for comparison with fossils are produced. The low temperature at the Last Glacial period in 
Nojiriko, Nagano Pref. is numerically shown. The beetle assemblage at Last Glacial Maximum in Tsugaru, 
Aomori Pref. is summarized to a report.

研究分野：昆虫分類学、第四紀学
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１．研究開始当初の背景 

 わが国の現在の生物相は、過去に起こった

様々な歴史の結果として成り立っている。そ

の中でも氷河時代、とくに約２万５千年前に

気温が７度ほど低下したといわれる最終氷

期の最寒冷期における生物相と、その後の変

化が、現在の生物相に直接的に関連している。

ヘラジカ（図１）が最終氷期に日本列島にい

たことが知られるなど、脊椎動物や植物では

多くの研究事例があるが、昆虫分野は研究者

や研究事例が少ない 

 

図１．ヘラジカ。アラスカ、シベリアなどで

現存するが、最終氷期には日本列島にも分布

した。 

 

２．研究の目的 

 その化石が産出した当時の気候について、

具体的な数値で示す。そのために、化石発掘

調査を行うとともに、甲虫の種について、そ

の現在の分布とその地点の気象データを把

握する。 

 

３．研究の方法 

 最終氷期に日本列島に広く分布した種が

現在も生息していると考えられるエリアで

現生の甲虫分布調査を行った。日本アルプス

（図２）、アラスカ（図３）などである。ま

た、最終氷期の昆虫化石の発掘調査を行った。

東アジアからアラスカにかけての気象デー

タを広く集め、当時の気候の解析に用いた

（図４）。 

 

図２．中央アルプスにおける野外調査。 

 

 

図３．ハンミョウモドキの一種（アラスカ産）。

最終氷期には日本列島にも分布していた。 

 



 

図４．東アジアおよびアラスカにおける気象

台の位置。 

 

４．研究成果 

 日本は山岳国家であるため、緯度経度に比

べて標高が気象データや古気候解析へ強く

影響される可能性があるが、きめ細やかなデ

ータに基づき、古気候解析へ活かせることを

示した。また、青森県つがる市の最終氷期最

寒冷期（図５）の昆虫化石について、報告を

まとめた。 

 

図５．最終氷期最寒冷期の埋没林（青森県つ

がる市）。昆虫化石が多数、産出した。 
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